
久喜市立栗橋東中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4 

【取組内容⑤】「地域の将来や持続可能性」を検討するために、自ら課題を設定し、GISとGoogleworkspaceを活用しながら
考察し、構想、表現する授業実践（実践段階②）

・地形、防災、人口の広が
り、年齢層、産業形態、交
通網の広がり、商業施設、
娯楽施設、教育、育児、時
代の変化といった視点から、
必要だと思うデータを収集
する。栗橋の特色やそれが
形成された背景、栗橋と相
互依存関係にあるものは何
か考察していく。
（第3時）

ここでは、東京都へのアク
セスが良いため、人口が流
出する傾向があるが、逆に
それを近郊農業やベッドタ
ウンとして活かすことはで
きないか。という考えにま
とめることができた。

・第３時までの活動を活かし、関東地方の時と同様に調査内容な
どをスプレッドシートに入力し、生徒全員が共有できるよう工夫
した。その後、現段階までの考察結果としてまとめたものを記述
した。（第４時）

・調査の結果、栗橋の人口が東京に流出していること。若者が興
味をもつ業種や施設が少ない事以外に、地域の文化や歴史などの
特色を知らないという課題をつかむことができている。これにつ
いては、「文化・歴史」を重視し、ハクレンジャンプを産業にで
きないか？というテーマで考察していた班に影響を受けたようで
ある。この班では、無理に都市化を進めず、栗橋の農地を活かし
て第6次産業を生み出すことで地域を活性化しようという考えに
至っている。


